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ＪＡのＧＡＰの取り組み加速化
作物別部会の取り組みで、 産地の差別化を目指す

　ＪＡグループは、去る 10 月 8 日の第 25 回ＪＡ全国大会の決議を受け、食の安全･安心対策を徹底

するため、生産履歴記帳を基本とし、段階的に農業生産工程管理手法（ＧＡＰ）の取り組みを加速化

する。ＧＡＰ認証取得へむけＪＡも本腰を入れる。ＪＡグループが一体となった安全・安心ネットワー

クを構築するために、従来の共同販売に加え、ＪＡグループが一体となった生産・流通・顔が見える

販売体勢の構築によって、相手先を特定した販売事業の取組みを強化していく。ＪＡグループの安全・

安心対策の徹底をはかるためには、生産工程管理（ＧＡＰ）の導入は不可欠だ。その為に、営農指導

体制と農業者を支える仕組みを強化する。ＧＡＰを推進するため人材を育成し、食品リスクに関する

コンサルティングを実施、取引先･消費者等に対しリスクコミュニケーションを図る。

　ＪＡにおけるＧＡＰの取り組みでは、山形県の山形おきたま飯豊美米倶楽部の取り組みが早かった。

ＪＡ山形おきたまは、昨年米生産者 30 農場で団体認証を取得している。2006 年には数軒の生産者が

チャレンジし個人認証取得した。新潟県の南魚沼農業普及指導センターの傘下ＪＡ魚沼みなみでも、

お米で５農場が今年認証取得し現在グループでの取り組みをしている。その他、ＪＡつがる弘前、Ｊ

Ａ十和田市、ＪＡさがえ西村山、ＪＡ庄内たがわ、ＪＡ会津南、ＪＡ足利、ＪＡうつのみや、ＪＡか

みつが、ＪＡしおのや、ＪＡしもつけ、ＪＡはがの、ＪＡ那須南、ＪＡたのふじ、ＪＡ利根沼田、 Ｊ

Ａ高崎、ＪＡ新田郡、ＪＡ越後長岡、ＪＡちばみどり、ＪＡしおざわ、ＪＡおおいがわ、ＪＡ越前丹

生、ＪＡ兵庫みらい、ＪＡ北びわこ、ＪＡいずも、ＪＡ愛媛中央、東予園芸、ＪＡ長門大津、ＪＡ新

函館など多くのＪＡでＧＡＰの研修会やＪＧＡＰ指導員研修が開催されている。北海道のＪＡとうや、
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新政権が誕生して一ヶ月、高い支持率を維持している。民主党のマニフェストによ

ると、農業政策、地域政策と中小企業政策の連携が窺うことができる。「農業は地方

の基幹産業」と位置付けた政策が多々盛り込まれている。「農商工連携による地方再

生」は自民党農政が生み出した政策であるが、その基本コンセプトは引き継がれる

ことを期待したい。消費者乃至は実需者のニーズに相応した売れる農産物・食品加工品を生

産しマーケティングするには、商業、工業との連携を進め、地域の総合力を発揮する農商工

連携が有効な手段である。消費者のニーズとは？ある大手小売店の言葉を借りると「棚にお

いてみて初めて分かるもの」ということになるが、消費者嗜好を市場調査する一方、競業他

社の動向を見ながら商品開発力を高め、ニーズへのミスマッチのリスクを減少することも重

要であろう。また、消費者のニーズは常に変わることから、地方行政が大都市に出店するア

ンテナショップを活用し、嗜好の変化を定点観測する一方、地方の農業事情と都市部への販

路開拓に精通している人材の育成・確保も肝要である。そこで必要になるのは、商品（農産

物も含む）のもう一つの価値（例えば、環境への配慮とか自給率向上貢献）を積極的にアピー

ルし、普及拡大していく事と言われている。加工、流通段階での工程履歴、温度管理に加え、

生産段階から工程管理の徹底を求めるＧＡＰの導入も付加価値化に有効である。民主党のマ

ニフェストでは生産・流通・販売履歴の義務化と並行してＧＡＰ並びにＨＡＣＣＰ（食品加

工の衛生工程管理）の義務化を求めている。第三者による認証を条件とするＪＧＡＰが「生

産者、流通業者、販売会社間の【信頼の連鎖】」の合言葉となる日も遠くない。

（次ページへ続く）



THE  MAC  JOURNAL  2009 年 10 月 28 日号
（前ページより続く）

空気の乾燥が気になってきました。オフィスにいるとエアコンで更に乾燥しますので、風邪（インフ

ルエンザ）予防の為にも、加湿器などでの乾燥対策をしっかりと！
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ＭＡＣ青果部特選素材シリーズ≪１≫

清流小国川のせせらぎを聞いて育つ国産最高峰の生マッシュルーム！
　最上川に流れ込む支流、小国川の たもとで水と自然に恵まれた土地、汚れ無き大自然の中で密かに

育まれている生マッシュルームを作っているファームがある。山形県最上郡舟形町の(有)舟形マッシュ

ルーム（ＪＧＡＰ認証農場・当社青果部指導）がその会社だ。今や押しも押されもせぬ国産生マッシュ

ルーム生産の第一人者が長澤社長だ。マッシュルームは、口臭防止効果のある“シャンピニオン”で

ある一方、どんな食品素材のうまみをも引き出す能力がある。この鍵となる成分が「グアニル酸」。マッ

シュルームにはこれが豊富に含まれているので、煮物料理、例えばカレーやシチュー等に多用される。

変わった物では国産生マッシュルームの乾燥スライス・粉末を販売しているが、これでご飯を炊いた

“マッシュルームご飯”の絶品さは、筆舌に尽くしがたく、何杯でもたべられそうな勢いだ。

菌床の廃材は堆肥化してマッシュルーム米
　舟形マッシュルームファームは、世界最先端の設備と長澤社長の類まれな真面目で研究熱心な性格

から、世界のマッシュルーム生産技術の良いところを合体させた独自の栽培マニュアルに沿って生産

されており、その品質の高さは数々の有名料理人が唸るほど。あの北海道洞爺湖サミットでも食材に

使用された。環境を考えたコージェネレーションを導入し、マッシュルーム栽培に使用した後の菌床

の廃材は、堆肥化してマッシュルーム米として栽培する水田に有効活用している。この堆肥はミネラ

ル成分に富み、果樹園でもひっぱりだこで、果実の甘さが違うとの高評価！。マッシュルーム米は、

ブランクテストで南魚沼産に勝ち、大手スーパーのおにぎり専用米として指定を受け契約栽培されて

いる。言うまでもなく、これには弊社が販売する肥料が使われており、重要な役目を果たしている。

超巨大生マッシュルームに絶句！
　驚くのは特注の巨大なマッシュルームだ。肉まんかと見間違う程

の巨大さは、正に化け物で圧巻。さらに特筆すべきは巨大であって

も完熟であるが故に、とてもジューシーで美味しいという事。川原

でバーベキュー＝七輪で焼いて食べたら格別な美味しさで、正にミ

ラクル。焼くと笠の内側に染み出てくる汁がとても美味しい。かつ

て、テレビ番組“どっちの料理ショー”でも巨大な生マッシュルー

ムはハヤシライスの特選素材に採用され、勿論勝った。舟形マッシュルームは、当社とのタイアップ

にて国産マッシュルーム№１プロジェクトに取り組んでいる。その一環として、全国のピザハット（宅

配ピザ）に採用されており、今後どんどん拡販して、国産生マッシュルームを売って売って売りまく

る！予定である。（本店青果部　福島）

ＪＡ北ひびき等はＪＧＡＰではなく２年前からＧＧＡＰ（グローバル

ギャップ）に取り組んできた。ゴールドキウイ・ゼスプリの産地で有名

な愛媛県東予園芸は、３年がかりでＪＧＡＰ団体認証取得を目指し取り

組んでいる。キウイの国内販売だけでなく産地ニュージーランド向け輸

出を狙っている。

　ＪＡグループは、生産から流通･販売を通じた戦略の構築として、流

通業者、生協等と連携強化を謳っている。付加価値の拡大、農業生産額

の拡大、食の安全安心対策の徹底、地域ブランド等の表示、知的財産を

保護する対策も検討していく。来年４月頃には、流通業界統一のＪＧＡＰ 2010 年度版が出ると聞く。

流通大手とＪＡが、ＪＧＡＰ2010 年度版をベースに益々ＧＡＰの導入を図っていくことが予想される。
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